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呼吸を科学するために呼吸調節研究へ 

1983〜1985年（昭和 58〜60年）千葉大学病院で病棟担当の医員であった時、慢性呼吸器疾患入院患者
さんの呼吸機能関係の検査を担当した。治療のない時代、生理検査しかすることがなかったとも言える。自
分が主治医でなかった多くの呼吸不全患者さんの運動負荷試験、睡眠検査、呼吸調節検査を実施した。この
時に第二生理学の本田良行教授との出会いがあった。英語論文を書いて世界と戦うように指導して頂いた。
それまで日本語論文しか書いたことのなかった自分にとっては challenging であった。PC のない時代、タ
イプライターで打った英語論文原稿を、本田先生には赤字手書きで細かい部分まで修正して頂いた。海外へ
の論文投稿時の最終原稿は、呼吸器外科に所属していた梅原さんという秘書さんにお願いした。論文の中の
図の作成は写植屋さんに依頼した。論文投稿は Internet のない時代、航空郵便 Air mail であった。この時
代、睡眠時無呼吸の存在は知られていなかった。COPD、間質性肺疾患、肺高血圧症、肺胞低換気の呼吸調
節に関する研究を実施した。当時、本田教授の教室には将来麻酔科教授となる西野卓先生が出入りされてい
た。近年、西野卓先生は「呼吸を科学する」を執筆されている。現時点で振り返ると、この時点で自分がし
たことは呼吸を科学するということであった。 
呼吸調節研究の集大成として、後日「Regulation of breathing」という単行本の中で「性ホルモンの呼吸

および呼吸調節に及ぼす影響」を米国コロラド大学留学時の Lorna Moore教授の指導を頂いて執筆した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
低酸素に対する換気の適応と呼吸調節 
慢性呼吸不全の患者さんは常に低酸素に晒されている。肺構造が不均一に壊れている患者さんでは、換気

の悪い肺胞領域は常に低酸素状態になっている。ヒトが低酸素に暴露された時、換気応答として
Acclimatization（換気順応）そして Hypoxic desensitization（低酸素感受性の低下）という現象が生じる。
これは低酸素化学受容体である頸動脈体（carotid body）を介する反応である。この低酸素に対する頸動脈
体の反応は遺伝的に規定されており、遺伝的に異なる種では細胞内の second messenger と当時言われた
Caイオンの反応に差異が認められた。 
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